
                      指導方法等の改善計画について                府中市 立 第二 中学校  
 
１ 教科について 
                                            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別紙 ４     

   
 
①「書く力」をつける。 
 ・伝えたい事実や事柄、課題及び自分の考えを

的確に表現できるようになる。 
 ・自分の考えを的確に表現すために必要な材料

を選ぶことができるようになる。 
 
 

 
 
① 作文指導の中で「説明」に関する言語技術を
生かし、理由や根拠を明確にして書くことを

通して、自分の考えを的確に表現できる力を

つけさせる。 
 
②発表（スピーチ）のための作文を、受け答えの

技術を生かし、結論先行型を用いて短時間で的

確に書くことのできる力をつけさせる。 

昨年度の課題  

 

県平均     ７４．４ ％ 

学校平均    ７３．２ ％ 
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「基礎・基本」定着状況調査通過率  
 
 
◎領域では「書く力」の通過率が県平均と比べて 

１０ポイントほど低い。 
◎放送を聞いて答える問題の通過率が４２．９％と

極端に低い。 
 
 

重点課題（◎：「基礎・基本」定着状況調査） 

 
 
①「書く力」をつけることについては、読後感想文を書かせることに重点的に取り組んできたが、

条件にそって書くという力も計画的につけていく。 
 
②これまで、練習問題を通して暗記を中心にした繰り返し学習に取り組んできた。より読解力を

つけるために、主語・述語を明確にして「読む力」をつけていくことを基本にし、テキストに

即して読み、自分の考えを持たせて「読む力」をつけていく。 

重点課題に対応した改善する指導内容及び方法 

国 語 

昨年度の課題を受けて具体的に取り組んだ事項

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

数 学 

   
 
① おうぎ形の面積，円柱の体積などの図形の計
量ができるようにする 

 
② 反比例の表を完成させることができるように
する。 

 
 
① 図形の計量の力をつけるために，図形の領域
の学習において，これまで以上に作業を行う

機会を増やしてきた。 
 
 
② 反比例の表が書けるようにするため，関数の
領域における学習において，これまで以上に

式・表・グラフの作成の回数を増やし，それ

ぞれの扱いに慣れさせてきた。 

昨年度の課題  

 

県平均    ６９．０  ％ 

学校平均   ７０．２  ％ 
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「基礎・基本」定着状況調査通過率 

 
 
① 図形の計量の指導に関わって，教具の工夫や作図，作業の時間を多く取り、図形の計量の力
をつける。 

 
② 関数の指導に関わって，対応する２つの変数ｘ，ｙの関係について表やグラフの作成を通し
て徹底させ，それを理解させる。また，このことを通して，具体的な事象における関係をグ

ラフ（直線や曲線）から、根拠を基に読みとる力を身につけさせる。 

重点課題に対応した改善する指導内容及び方法 

 
 
 
◎ 図形の計量の中で，特におうぎ形（中心角から，

円に対するおうぎ形の割合を求めること）に関

する計量の理解が不十分である。 
 
◎ 反比例となる具体的な事象についての理解が

不十分である。また，様々な事象を関係式を用

いて表す力が弱い。 
 
◎ グラフを分析する力が弱い。 

重点課題（◎：「基礎・基本」定着状況調査） 

昨年度の課題を受けて具体的に取り組んだ事項

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
①表現する力をつける。 
・ Thisの用法について十分に理解させ、Thisを用いて簡単
な文章が表現できるようになる。 

・ 場面や英文のつながりを考えて表現することができる。 
②聞き取りの力をつける。 
・ ３と１３の違いを聞き取れるようになる。 
・ Letõsに対して適切に応じることができるようになる。 

 
 
①相手に分かりやすく伝える英文同士のつながり

を考えさせるために、自己紹介などのまとまりの

ある文章を並び替えさせたり、実際に自分でまと

まった文章を書かせたりした。（書く力） 
 
②自己評価カードを導入し、具体的な目標を書か

せ、その目標に対する生徒の意識を高めさせた。

数字の学習においても、発音の違いを聞き分ける

などの目標を明確化させた。また、自己評価カー

ドには挙手回数なども記入させ、授業参加への意

欲を高めさせた。 

昨年度の課題 

昨年度の課題から取組みの具体 

英 語 

  

 

県平均      ７３．４    ％ 

学校平均     ７６．９    ％ 

0

25

50

75

100
話すこと

聞くこと

読むこと

書くこと

県

市町村

学校

0

25

50

75

100
話すこと

聞くこと

読むこと

書くこと

県

学校

「基礎・基本」定着状況調査通過率 
 
 
 
◎話すことの力が弱い。具体的には「自分の気持ち

や考えを正しく伝わるように話す」問題が県平均

に対し通過率が8.6ポイント低い。またあらかじ
め読んだ文章についての問答も３題のうち１題

が5.7ポイント低い。 
◎場面を表す絵をもとに作文を書く応用力が弱い。

特に場面を表す絵をもとに作文する問題は無回

答率が平均 17.1ポイントと高く、書こうとする
意欲の低さや書くことへの苦手意識が伺われる。 
◎基本的な文の決まりを理解した作文を書く力が

弱い。 

 
 
①「自分の気持ちや考えを正しく伝わるように話す」力をつけるために、一問一答の会話練習や

Yes/Noで答える文にもう一文付け加えて答える練習をする。 
 
②絵を使った場面を表現させる作文問題に普段から取り組む。また、英文を書こうとする意識を

高めるために、自己表現英作文により多くの時間を使って指導する。 
 
③語順を意識しながら英文を書かせる時間を多く取り入れる。 

重点課題に対応した改善する指導内容及び方法 

重点課題（◎：「基礎・基本」定着状況調査） 



２ 意識調査 （「基礎・基本」定着状況調査             ：学校質問紙調査，生徒質問紙調査）  
  
（１） 生活・学習 （「基礎・基本」：学校質問紙Ｐ１～２，生徒質問紙Ｐ１～３） 
          

改善したい点（◎「基礎・基本」） 今後の具体的な取組みの内容 
◎家の人に自分のことをわかってもらえていると感じている生徒の割合が、81.5
ポイントあるが、広島県平均より2.6ポイントマイナスになっている。（人間関
係） 
◎「見たことや考えたことを、人に順序よく伝えています」の項目では、当ては

まるとやや当てはまると答えた生徒の合計で、県平均より7.3ポイントマイナス
であった。「物事を解決したり決めたりする時、なぜそうなるか、理由を考えて

います」の項目では、よく当てはまるの割合が平均より7.9ポイント下回ってい
る。（論理的思考力） 

・生徒の個別面談を行い、必要に応じて家庭訪問を行う。各学年の実態に合わ

せ、家族愛を扱った道徳の授業の工夫を行う。 
・日々の教育活動で、ことばの教育の実践を深める。授業展開、テストの設問

などの工夫をする。 

 
（２）教科 （「基礎・基本」：学校質問紙Ｐ３～１０，生徒質問紙Ｐ４～６） 
教科 生徒の回答と学校の指導についての課題（◎「基礎・基本」，◇「全国」） 授業改善の方向性や具体的な取組み 

国 
 
語 

◎「国語の授業は好きです。」は６２，２％に対して国語の授業を楽しみにし

ている生徒は、４５．４％と低く、主体的に学ぶ姿勢をつくることが必要

である。 
◎「国語の授業では、話をするとき、最も伝えたい中心をどこで言うとわか

りやすいか考えながら話をしています。」が４１，２％と低い。 

・生徒が興味・関心をもって主体的に取り組むことができるような具体的

で取り組みやすい課題を提出する。 

数 
  
学 

◎「数学の勉強は好きである」が５６．４％に対して，「数学の授業を楽しみ

にしている」が４７．１％と９ポイント以上の開きがあり，この解消を図

りたい。 
◎「理由をあげて考え方や解き方を説明している」が３分の１程度しか達し

ておらず，この解消を図りたい。 

・生徒とのコミュニケーションを取りながら，身のまわりの様々な事象を

教材に取り入れ，考えさせる発問を行う。 

英 
 
語 
 

◎英語の授業を楽しみにしている生徒が４３．７％と低く、生徒が意欲を持

って参加できる授業をつくらなければならない。 
◎英語の授業において英語で自分の考えや気持ちを表現したりする生徒は２

９．４％、これまで習った他の表現を使って話している生徒は３１．９％

と自ら英語で表現する生徒が非常に少ない。 

・生徒が意欲を持って授業に参加できるようにするためには、過去の復習

を取り入れ、スパイラルに学習を進める「分かる授業」の創造と生徒が

達成感や楽しさが感じられる活動を行う。 
・生徒が自ら表現しようと思える課題についてスモールステップで手立て

を十分に準備し、表現する喜びが感じられるようする。 
 
 




